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戦争は人の心の中で生まれる

ものであるから、人の心の中

に平和のとりでを築かなけれ

ばならない

（ユネスコ憲章前文より）

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
第
十
二

回
「
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励

賞
」の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
国
際
理
解
や
協
力
、
交

流
促
進
に
優
れ
た
学
校
部
門
３
校

と
社
会
部
門
７
団
体
が
選
ば
れ
ま

し
た
。（
別
記
）

　

同
活
動
奨
励
賞
の
選
考
委
員
会

（
委
員
長
・
中
山
修
一
広
島
大
学

名
誉
教
授
、
前
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国

内
委
員
）
は
、
十
一
月
十
八
日
に

広
島
市
内
で
開
か
れ
、
選
考
項
目

の
基
準
で
あ
る
活
動
の
「
創
意

性
」
や
「
効
果
」「
継
続
性
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
度
」「
発
展
性
（
今

後
へ
の
期
待
度
）」
な
ど
の
視
点
か

ら
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

厳
正
か
つ
慎
重
に
評
価
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
学
校
と

社
会
部
門
合
わ
せ
て
十
団
体
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
一
九
九
八
年
、
広
島

ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
発
足
二
十
五
周

年
記
念
の
独
自
の
顕
彰
事
業
と
し

て
設
け
た
も
の
で
す
。
受
賞
者
の

表
彰
式
は
来
年
一
月
三
十
一
日
に

開
か
れ
る
新
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
席
上
、
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
山
委
員
長
の
話　

今
年
度

は
、
学
校
部
門
に
中
学
校
の
候
補

が
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ

た
。
ま
た
、
社
会
部
門
は
、
い
ず

れ
も
レ
ベ
ル
が
大
変
高
い
活
動
が

多
か
っ
た
。受
賞
さ
れ
た
活
動
は
、

平
和
の
文
化
を
つ
く
る
と
い
う
ユ

ネ
ス
コ
の
精
神
に
合
致
す
る
だ
け

で
な
く
、
平
和
を
希
求
す
る
広
島

ら
し
さ
を
発
揮
し
た
活
動
が
目

立
っ
た
点
が
印
象
に
残
っ
た
。

広
島
市
立
庚
午
小
学
校

　

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
校
と
の
テ
レ
ビ
会
議
で
交
流

特（
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

）

定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
ケ
ニ
ア
協
会

　

ケ
ニ
ア
と
の
文
化
交
流
や
国
際
協
力
推
進

特（
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

）

定
非
営
利
活
動
法
人

ピ
ー
ス
ビ
ル
ダ
ー
ズ

　

ル
ワ
ン
ダ
の
映
画
上
映
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

　

実
施

牛
田
日
本
語
教
室

　

外
国
人
の
日
本
語
学
習
や
生
活
体
験
を
支
援

広
島
市
立
美
鈴
が
丘
高
等
学
校

　

体
操
服
な
ど
の
寄
贈
を
通
じ
国
際
交
流

広
島
市
立
大
学
「
ね
っ
こ
広
島
」

　

環
境
問
題
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
貢
献

ひ
ろ
し
ま
生
き
た
自
然
博
物
館

　

自
然
に
恵
ま
れ
た
元
宇
品
地
区
の
環
境
を
保
全

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
児
童
合
唱
団

　

海
外
で
の
合
唱
公
演
を
通
じ
国
際
交
流

特（
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

）

定
非
営
利
活
動
法
人

モ
ー
ス
ト
の
会

　

イ
ラ
ン
な
ど
の
被
災
民
や
難
民
を
医
療
支
援

広
島
県
立
観
音
高
等
学
校
音
楽
部
Ｏ
Ｂ
合
唱
団

　

レ
ク
イ
エ
ム「
碑
」を
歌
い
続
け
、
平
和
を
願
う

第
12
回「

創
意
性
」
や
「
効
果
」「
継
続
性
」、

さ
ら
に
は
「
期
待
度
」
な
ど
を
評
価

厳正な審査が行われた選考委員会（11・18）

学
校
部
門

社
会
部
門

受 賞 者 一 覧

心こそ大切

国
際
協
力
な
ど
の
３
校
７
団
体
決
ま
る

ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
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親
善
リ
ポ
ー
ト

　

今
回
の
韓
国
・
大
邱
広
域
市
の

訪
問
団
（
広
島
か
ら
七
人
、
現
地
で

二
人
合
流
）
は
、
十
一
月
十
九
日

（
木
）
か
ら
二
十
三
日
（
月
・
祝
）

ま
で
の
旅
程
で
、四
泊（
船
中
二
泊
）

五
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

見
学
コ
ー
ス
は
八
公
山
、
真
鍮

（
し
ん
ち
ゅ
う
）
博
物
館
、
歴
史

的
な
桐
華
寺
、
沙
也
可
（
さ
や
か
）

将
軍
村
な
ど
を
訪
問
。
歓
迎
夕
食

会
や
答
礼
夕
食
会
、
協
会
役
員
・

家
庭
を
訪
ね
て
の
懇
談
・
昼
食
な

ど
を
通
じ
て
心
と
心
を
結
ぶ
相
互

理
解
と
厚
い
友
情
を
深
め
合
い
ま

し
た
。（国

際
部
会
長　

藤
井
正
一
）

　
　
　

一
日
目
は
船
中
泊
。

　
　
　

二
日
目
は
釜
山
港
到
着

後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
大
邱
広
域
市
の
宿
泊
ホ

テ
ル
に
直
行
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

大
邱
協
会
の
孫
基
洙
会
長
、
宋
承

達
副
会
長
、
呉
喆
漢
副
会
長
、
金

孝
哲
副
会
長
、
南
相
杰
副
会
長
、

全
命
秀
理
事
、
柳
明
姫
理
事
（
事

務
局
長
）
ら
の
心
温
か
い
出
迎
え

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
後
、

八
公
山
観
光
へ
。
こ
こ
で
は
真
鍮

（
方
字
鍮
器
）
博
物
館
を
見
学
後
、

桐
華
寺
で
精
進
料
理
の
昼
食
を
い

た
だ
き
、
安
全
テ
ー
マ
博
物
館
を

体
験
見
学
し
ま
し
た
。
同
市
で
は

二
〇
〇
二
年
、
地
下
鉄
火
災
で

二
百
二
十
人
以
上
の
市
民
が
焼
死

し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
火
災
に

な
っ
た
時
、
い
か
に
犠
牲
者
を
少

な
く
す
る
か
の
訓
練
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

夜
の
歓
迎
夕
食
会
（
大
邱
協
会

主
催
）
は
韓
国
定
食
の
立
派
な
食

堂
で
歓
迎
を
受
け
、
両
側
の
参
加

者
紹
介
、
姉
妹
協
会
の
交
流
経
過

報
告
、
孫
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
、

北
川
建
次
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、
徐
千
済

前
会
長
か
ら
激
励
辞
（
交
流
の
思

い
出
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
品
交
換
で
は
広
島
か
ら
男

性
の
着
物
一
式
と
味
噌
汁
セ
ッ

ト
、
タ
オ
ル
と
絵
葉
書
、
大
邱
か

ら
韓
国
服
（
男
性
用
）
と
海
苔
の

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宴
の
途

中
、
山
村
い
さ
え
団
員
が
、
衣
装

を
ま
と
い
軽
妙
な
音
楽
に
合
わ
せ

て
南
京
珠
す
だ
れ
を
披
露
さ
れ
、

す
だ
れ
橋
や
柳
な
ど
の
作
品
に
変

わ
る
様
子
に
、
出
席
者
一
同
驚
く

藤
井
正
一（
団
長
）、
藤
川
和
康
、
藤
井
孝

行
、
國
田
繁
、
丹
羽
岳
宏
、
政
岡
峰
子
、

山
村
い
さ
え
、
現
地
で
合
流
＝
田
曽
鈴

恵
、
立
川
喜
和
子

参加者氏名
（敬称略）

八公山・桐華寺を見学

友好訪問を記念して、大邱協会の皆さんと写真に写る広島協会のメンバー

友好訪問歓迎式大邱協会から贈られた男性用韓国服

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が

韓
国
・
大て

邱ぐ

広
域
市
へ

　心と心を結ぶ

　　平和友好 の旅

桐
華
寺
や
沙さ

也や

可か

将
軍
村
を
見
学

　
食
事
会
や
家
庭
訪
問
で
も
交
流

第

三

大



ヒ ロ シ マ ・ ユ ネ ス コ③　　2009年12月10日 第73号

ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
韓
カ
ラ
オ
ケ
合
戦

で
は
両
協
会
の
歌
手
が
様
々
な
歌

を
約
二
時
間
熱
唱
し
て
、
大
き
な

盛
り
上
が
り
の
中
終
了
し
ま
し

た
。

　
　
　

日
目
は
午
前
中
、
沙
也

　
　
　

可
将
軍
村
（
鹿
洞
里
）
を

訪
問
し
ま
し
た
。
一
五
九
二
年
、

慶
長
の
役
で
加
藤
清
正
軍
の
幹
部

と
し
て
朝
鮮
に
出
兵
し
、
同
国
に

帰
化
し
た
日
本
名
・
沙
也
可
（
金

忠
善
将
軍
）
や
兵
士
の
子
孫
が
集

ま
っ
て
住
ん
で
い
る
地
域
で
す
。

現
在
、
金
将
軍
十
四
代
目
の
子
孫

を
中
心
に
集
落
を
つ
く
り
生
活
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
一
族
か
ら
国
務

大
臣
も
輩
出
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

記
念
館
を
訪
問
し
て
、
日
本
と

朝
鮮
の
文
化
や
戦
争
の
歴
史
に
つ

い
て
学
び
、
二
〇
一
〇
年
に
建
設

を
開
始
す
る
韓
日
友
好
会
館
に
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
訪
問
団
と
し
て

金
一
封
を
寄
付
し
ま
し
た
。午
後
、

買
い
物
な
ど
で
過
ご
し
、
夜
は
答

礼
夕
食
会
（
焼
肉
料
理
・
広
島
側
が

主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

場
で
は
、
受
け
入
れ
に
努
力
し
て

い
た
だ
い
た
大
邱
協
会
へ
お
礼
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
広
島
と
大
邱
協
会
の
参
加
者

全
員
が
、
今
回
の
交
流
事
業
に
つ

い
て
率
直
な
意
見
・
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。
こ
れ
は
お
互
い
を
よ
り

身
近
に
理
解
し
合
う
素
晴
ら
し
い

試
み
で
、
今
後
の
交
流
活
動
に
対

し
て
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
。

　
　
　

邱
市
最
終
日
の
四
日
目

　
　
　

は
、
広
島
か
ら
訪
問
し
た

七
人
の
団
員
が
四
組
に
分
か
れ
、

呉
副
会
長
、
南
副
会
長
、
宋
副
会

長
、
全
理
事
宅
を
訪
問
し
て
、
韓

国
の
住
居
や
生
活
ぶ
り
を
見
学

し
、お
話
を
お
聞
き
で
き
ま
し
た
。

言
葉
が
あ
ま
り
通
じ
な
い
訪
問
活

動
で
し
た
が
、
そ
こ
は
持
ち
前
の

〝
勇
気
〟
を
振
り
絞
っ
て
、
漢
字

や
英
語
ま
じ
り
の
カ
タ
コ
ト
言
葉

を
使
っ
て
会
話
。
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
昼
食
を
頂
き
午
後
一
時
、
待

ち
合
わ
せ
の
ユ
ニ
オ
ン
ホ
テ
ル
へ

集
合
。
孫
会
長
ら
と
名
残
り
を
惜

し
み
な
が
ら
、
帰
途
の
コ
ー
ス
・

釜
山
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

釜
山
で
は
国
際
市
場
、
魚
市
場

を
見
学
し
て
午
後
六
時
、
国
際

フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
、
船
中
で
感
想

を
語
り
合
い
ま
し
た
。
大
邱
協
会

の
皆
様
に
は
、
お
忙
し
い
中
で
の

受
け
入
れ
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
は
言
う
に
及
ば
ず
各

地
の
自
然
や
文
化
的
な
地
域
遺
産

を
継
承
す
る
う
え
で
課
題
は
遺
産

を
取
り
巻
く
景
観
問
題
で
す
。

　

こ
の
景
観
を
「
国
民
の
財
産
」

と
断
じ
た
「
広
島
県
の
鞆
の
浦
埋

め
立
て
免
許
差
し
止
め
」判
決
が
、

十
月
一
日
の
広
島
地
裁
判
決
で

す
。

　

判
決
内
容
は
、
福
山
市
鞆
港
西

側
約
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
埋
め
立

て
、
港
湾
海
上
を
ま
た
ぐ
約
百
八

十
メ
ー
ト
ル
の
架
橋
建
設
を
策
定

し
た
広
島
県
と
福
山
市
の
公
共
事

業
計
画
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
埋

め
立
て
反
対
住
民
側
の
「
景
観
利

益
」（
景
観
を
享
受
す
る
権
利
）
を

認
め
る
画
期
的
な
も
の
で
す
。

　

鞆
の
文
化
・
歴
史
等
の
価
値
を

挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。古
代
か
ら
潮
待
ち
港
で
、

万
葉
集
に
詠
ま
れ
、
遣
唐
使
船
が

停
ま
り
、
朝
鮮
通
信
使
は
日
本
一

の
景
勝
と
讃
え
、
江
戸
以
来
の
伝

統
的
な
町
並
み
も
豊
か
。
雁
木
、

常
夜
燈
、
波
止
、
焚
場
、
船
番
所

の
歴
史
的
港
湾
五
点
セ
ッ
ト
が
揃

う
港
は
国
内
唯
一
…
…
。

　

本
稿
は
、
鞆
埋
め
立
て
問
題
が

本
旨
で
は
な
く
、
鞆
の
景
観
を
考

え
る
こ
と
を
通
し
て
原
爆
ド
ー
ム

の
景
観
に
関
わ
る
旧
広
島
市
民
球

み
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
初

め
て
成
り
立
つ
景
観　

◇
そ
れ
ぞ

れ
の
要
素
が
保
存
さ
れ
て
も
、
新

た
な
要
素
（
橋
梁
な
ど
）
が
付
加

さ
れ
た
場
合
、
従
来
の
要
素
同
士

の
関
係
性
が
減
殺
さ
れ
、
全
体
的

現
象
が
醸
（
か
も
）
す
景
観
が
損

な
わ
れ
る　

◇
景
観
は
人
間
の
視

覚
を
媒
介
と
し
た
全
体
的
現
象
で

あ
り
、
複
数
の
「
要
素
」
か
ら
な

る
形
象
と「
主
体
の
心
象
」に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
も
の
で
、
要
素
同
士

の
関
係
性
こ
そ
が
景
観
の
本
質

　

―
―
原
爆
ド
ー
ム
と
い
う
「
主

体
」
の
「
心
象
」
と
の
関
係
性
を

失
う
こ
と
な
く
球
場
跡
地
が
担
う

景
観
の
「
要
素
」
を
熟
慮
し
た
い

…
…
も
の
で
す
。

　
　
（
平
和
・
世
界
遺
産
部
会

　

亀
井　

章
）

場
の
跡
地
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
探

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
参
考
に
な
り
そ
う
な
記
述

を
鞆
埋
め
立
て
公
判
住
民
原
告
団

の
訴
状
か
ら
引
用
し
ま
す
。

　

◇
鞆
の
景
観
要
素
は
港
湾
施
設

群
を
有
す
る
港
湾
と
周
辺
の
建
造

物
群
が
織
り
な
す
町
並
み
や
山
並

沙也可将軍村の忠節館で

答礼会でも山村さん活躍

ス
　

ポ

　
　

ッ

　
　
　

ト

第

三

大

第

三

大

鞆
の
浦
埋
め
立
て
訴
訟
判
決
を
原
爆
ド
ー
ム

と
旧
市
民
球
場
跡
地
利
用
の
ヒ
ン
ト
に

景
観
は
国
民
の
財
産
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「
わ
が
日
の
本
は
島
国
よ
…
あ

ら
ゆ
る
国
よ
り
舟
こ
そ
通
え
…
む

か
し
思
え
ば
と
ま
屋
の
煙
、
ち
ら

り
ほ
ら
り
と
立
て
り
し

と
こ
ろ
…
」。
森
鷗
外

作
詞
の
横
浜
市
市
歌
の

一
節
。
隔
世
の
感
の
横

浜
港
の
沖
へ
山
下
公
園

か
ら
砂
嘴
（
さ
し
）
の

よ
う
に
延
び
る
全
面

チ
ー
ク
材
で
覆
っ
た
丘

状
で
公
園
風
の
桟
橋
を

北
川
建
次
会
長
、
須
山

礼
吉
さ
ん
、
亀
井
の
広

島
三
人
組
が
長
い
道
の

り
を
ボ
ヤ
キ
つ
つ
今
年

開
港
百
五
十
周
年
を
迎

え
た
港
を
見
返
り
な
が

ら
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
過
ぎ
、
着
い
た
所

が
〝
岬
〟
の
突
端
、
全
国
大
会
会

場
の
大
さ
ん
橋
ホ
ー
ル
。

　

第
六
十
五
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ

全
国
大
会
は
十
一
月
七
日
、
八

日
の
二
日
間
。
大
会
の
テ
ー
マ

は
「
共
に
生
き
る
こ
と
を
学

ぶ
」。「
共
に
生
き
る
…
」
国
際

的
な
実
践
活
動
と
し
て
日
本
ユ

ネ
ス
コ
が
世
界
寺
子
屋
運
動
を

推
進
し
て
今
年
が

二
十
周
年
。

　
「
多
文
化
と
の
、
自

然
と
の
『
共
生
』
を
問

い
直
す
」
が
メ
ー
ン

テ
ー
マ
「
共
に
生
き
る

こ
と
を
学
ぶ
」
に
次
ぐ

サ
ブ
テ
ー
マ
。「
多
文

化
共
生
」
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
韓
国
オ
ペ
ラ

歌
手
、
俳
人
黛
ま
ど
か

氏
、
甲
南
女
子
大
外
国

人
准
教
授
の
ゲ
ス
ト

が
、
自
国
の
文
化
の
特

性
と
他
国
の
異
文
化
理

解
へ
の
展
望
を
披
歴
。

「
模
擬
国
際
会
議
」
は

日
本
に
留
学
中
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
七

カ
国
の
学
生
が
「
留
学
生
と
教

育
」
を
討
議
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
寺
子
屋
運
動
二
十
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
寺
子
屋
学
習
者
の

「
学
び
と
人
生
」
の
基
調
発
表
に

次
い
で
、「
寺
子
屋
が
果
た
し
た

役
割
と
今
後
」
の
テ
ー
マ
で
寺
子

屋
運
動
ま
な
び
ゲ
ー
タ
ー
久
保
純

子
さ
ん
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）、
元
日
ユ
協
連
事
務
局
長

ら
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
の
体
験
に
基
づ

く
発
言
に
、
書
き
損
じ
は
が
き
運

動
が
つ
な
が
る
行
き
先
で
の
多
大

な
効
果
を
再
確
識
。
テ
ー
マ
と
世

界
に
開
く
港
街
・
横
浜
市
で
の
大

会
の
故
か
、
海
外
へ
眼
を
開
か
さ

れ
た
二
日
間
で
し
た
。

　

十
一
月
十
四
、

十
五
の
両
日
、

岡
山
市
で
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研

究
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
主

な
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
て
み
ま

し
た
。

　
『
Ｅ
Ｓ
Ｄ
』
？

　

伊
東
亮
三
・

中
国
ユ
ネ
ス
コ

協
会
会
長
が
挨

拶
の
中
で
、「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
言
わ
れ

て
も
何
の
こ
と
や
ら
良
く
分
か
ら

ん
…
…
」な
ど
の
声
を
紹
介
さ
れ
、

田
渕
敬
一
氏
（
文
部
科
学
省
国
際
統

括
官
付
企
画
係
長
）
が
基
調
講
演

で
、
そ
の
内
容
を
分
か
り
易
く
説

明
。「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」
は
持
続
可
能
な

社
会
の
担
い
手
を
育
む
教
育
。
そ

の
た
め
、
環
境
教
育
、
国
理
解
教

育
等
の
持
続
可
能
な
発
展
に
関
わ

る
諸
問
題
に
対
応
す
る
個
別
の
分

野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
、
経
済
、

社
会
の
各
側
面
か
ら
学
際
的
か
つ

総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

だ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
実
践
例　

学
校
教
育
』

　

岡
山
県
立
矢
掛
高
等
学
校
が
学

校
設
定
教
科
「
環
境
」
の
経
緯
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、

持
続
可
能
な
活
動
へ
の
思
考
が
で

き
、
さ
ら
に
学
習
意
欲
を
高
め
る

生
徒
が
増
え
国
公
立
大
学
へ
の
進

学
率
も
高
ま
っ
た
。

　
『
実
践
例　

社
会
教
育
』

　

岡
山
市
京
山
地
区
劇
団
公
民
館

が
演
劇
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。
環

境
問
題
を
テ
ー
マ
に
異
年

齢
の
集
団
活
動
で
成
果
を

上
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
『
そ
の
他
』

　
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
ユ
ネ
ス
コ
・

ス
ク
ー
ル
の
推
進
」を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
各
協
会
や
カ
ン

ボ
ジ
ア
寺
子
屋
ス
タ
ッ
フ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
研
修
等

の
報
告
、
ま
た
閑
谷
学
校

顕
彰
会
事
務
局
長
・
日
笠

紘
氏
の
情
報
提
供
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。

海外へ眼を開かされた２日間

横
浜
で
全
国
大
会

岡
山
で
中
国
大
会

大会では演劇による事例発表も行われた

　参加報告記

亀 井 　 章

ESDやユネスコスクール
などをテーマに中国大会

参加報告記　末 重 文 男

人道平和へ
ユネスコの輪広げよう

人道平和へ
ユネスコの輪広げよう

「あらゆる国へ文こそ通え」
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市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
、
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ぺ
あ
せ
ろ
べ
２
０
０
９
」
が
、
今
年
も

十
月
二
十
五
日
に
広
島
市
中
区
中
央
公
園
で
開
か
れ
ま
し

た
。
広
場
で
は
四
十
二
の
テ
ン
ト
（
ブ
ー
ス
）
が
張
ら
れ
、

民
族
料
理
や
民
芸
品
を
Ｐ
Ｒ
。
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
も
、「
子

ど
も
の
伝
承
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
参
加
。
た
く
さ
ん

の
家
族
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

折
り
紙
づ
く
り

　

昔
か
ら
習
い
伝
え
ら
れ
て
き
た

折
り
紙
は
、
時
代
を
経
た
今
も
根

強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日

の
折
り
紙
コ
ー
ナ
ー
も
、
次
か
ら

次
へ
と
子
ど
も
た
ち
が
詰
め
掛

け
、
作
品
作
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
生
〟
の
手

際
の
良
さ
と
、
出
来
上
が
っ
て
い

く
作
品
の
不
思
議
さ
に
、
目
を
ぱ

ち
く
り
し
て
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

松
ぽ
っ
く
り
再
利
用

　

野
山
に
落
ち
て
い
る
可
愛
い
松

ぽ
っ
く
り
を
再
利
用
し
て
作
っ
た

の
が
ミ
ニ
花
か
ご
。
捨
て
れ
ば
ご

み
、
生
か
せ
ば
資
源
と
は
よ
く

言
っ
た
物
で
す
が
、
松
ぽ
っ
く
り

を
使
っ
て
出
来
上
が
っ
た
花
か
ご

は
、
頭
を
使
い
工
夫
す
る
と
、
飾

り
物
に
な
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
コ
ー
ナ
ー
で

実
演
し
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
凧（
た
こ
）作
り

　

骨
と
な
る
細
長
の
小
さ
な
タ
ケ

に
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
を
張
っ
て
作
る

ミ
ニ
凧
。
ほ
と
ん
ど
の
ち
び
っ
子

た
ち
に
と
っ
て
は
、
手
作
り
の
作

業
の
現
場
を
直
接
見
る
の
も
、
自

分
で
作
る
の
も
初
め
て
と
あ
っ

て
、
興
味
一
杯
の
様
子
で
教
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
凧
に
目
鼻

を
書
き
込
ん
だ
り
、
尻
尾
付
け
し

た
り
、
凧
揚
げ
し
て
は
し
ゃ
ぐ
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
、
大
人
た
ち

に
た
く
さ
ん
の
幸
せ
を
く
れ
ま
し

た
。
準
備
さ
れ
て
い
た
材
料
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し

た
。ジ

ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
作
り

　

風
に
ふ
わ
り
と
浮
か
ぶ
ジ
ャ
ン

ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
。
自
分
の
顔
よ
り

も
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
な

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
追
っ
か
け
る
子
ど

も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。

　

ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
テ
ン
ト
前
の

広
場
に
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン

玉
用
の
石
け
ん
水
と
、
玉
作
り
の

た
め
の
大
輪
が
用
意
さ
れ
、
訪
れ

た
幼
児
や
小
学
生
た
ち
が
、
パ
パ

や
マ
マ
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
う
す
曇
で
し
た
が
、
少
し
風
が

あ
り
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
づ
く
り
や
凧

揚
げ
に
は
、
ち
ょ
う
ど
良
い
天
気

で
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
の
候
補
地

を
審
査
す
る
国
際
記
念
物
遺
跡
会

議（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）の
グ
ス
タ
ボ
・

ア
ロ
ー
ズ
会
長
が
、十
一
月
五
日
、

広
島
市
を
訪
問
。
原
爆
慰
霊
碑
に

花
を
捧
げ
ら
れ
た
後
、
原
爆
ド
ー

ム
、
平
和
記
念
資
料
館
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

（
北
川
建
次
会
長
、
高
橋
昭
博
副
会

長
、
亀
井
章
理
事
）
は
、
原
爆
ド
ー

ム
の
景
観
を
守
る
会
の
役
員
ら
と

と
も
に
国
際
会
議
場
で
ア
ロ
ー
ズ

会
長
と
会
談
（
日
本
イ
コ
モ
ス
会

長
・
事
務
局
長
も
同
席
）。

　

広
島
側
は
06
年
の
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
に
よ
る
原
爆
ド
ー
ム

の
景
観
問
題
に
触
れ
な
が
ら
、
開

発
に
よ
る
景
観
侵
害
を
防
ぐ
広
島

市
の
条
例
施
行
の
緊
急
性
な
ど
を

伝
え
た
の
に
対
し
、
ア
ロ
ー
ズ
会

長
は
ド
ー
ム
の
歴
史
的
な
意
義
と

景
観
保
持
へ
の
強
い
期
待
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
席
上
、
高
橋
副
会

長
は
同
夫
人
が
編
ま
れ
た
折
り
鶴

の
レ
イ
を
同
会
長
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。（
写
真
）

　

会
談
後
、
同
会
長
は
秋
葉
広
島

市
長
の
時
間
が
と
れ
ず
、
米
神
副

市
長
に
会
わ
れ
、
平
和
公
園
周
辺

の
景
観
に
つ
い
て
問
題
点
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
同
会
長
は
鞆
の
浦

現
地
視
察
に
次
い
で
広
島
を
訪
問

さ
れ
た
も
の
で
す
。

アローズ会長（中央）に折り鶴のレイを
贈る高橋副会長（左）　　　　　　　

原
爆
ド
ー
ム
の

景
観
問
題
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

ぺ
あ
せ
ろ
べ

２００９
世
界
イ
コ
モ
ス
会
長
に
面
会

世
界
イ
コ
モ
ス
会
長
に
面
会
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誌

　

十
一
月
十
五
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民

団
体
・
企
業
な

ど
が
中
心
と

な
っ
て
平
成
十
二
年
度
か
ら
始
め

て
今
年
で
十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
主
催

事
業
を
広
報
す
る
「
市
民
団
体
活

　

多
様
な
文
化
を
尊
重
し
、
地
球

的
視
野
を
も
っ
て
世
界
平
和
の
た

め
に
行
動
で
き
る
青
年
の
育
成
を

願
っ
て
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

午
前
は
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
者
の
方
か
ら
発
展

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
を

知
り
、
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る

支
援
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

午
後
は
、
す
べ
て
の
人
に
教
育

の
機
会
を
提
供
し
、
学
習
者
の
自

立
を
目
指
す
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子

屋
運
動
に
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

動
紹
介
の
部
」に
参
加
し
ま
し
た
。

「
新
春
フ
ェ
ス
タ
」
を
は
じ
め
、

「
大
邱
協
会
と
の
姉
妹
協
定
調

印
・
相
互
訪
問
」「
ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン
・
現
地
講
座
」「
平
和
の
鐘

を
鳴
ら
そ
う
」

「
ぺ
あ
せ
ろ

べ
」「
杉
並
青
年
広
島
訪
問
」
な

ど
の
写
真
・
資
料
を
展
示
し
て
紹

介
し
ま
し
た
。

（
国
際
部
会
）

（
８
月
～
11
月
）　

〈
８
月
〉

８
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
募

集
要
項
検
討
会
議

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

15
日
／
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う

（
平
和
記
念
公
園
広
場
）

27
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
候

補
推
薦
委
員
会
説
明
会

（
国
際
会
議
場
研
修
室
）

29
日
／
高
校
生
の
つ
ど
い
協
議
会	

（
三
篠
公
民
館
）

〈
９
月
〉

23
日
／
百
三
十
九
回
ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
被
爆
電

車
」
講
師
こ
ど
も
文
化
科
学

館
館
長　

加
藤
一
孝

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

〈
10
月
〉

５
日
／
広
島
県
教
育
委
員
会
指
導

第
二
課
、
生
涯
学
習
課
協
議

20
日
／
広
報
部
会
（
交
流
プ
ラ
ザ
）

25
日
／
ぺ
あ
せ
ろ
べ

（
中
央
公
園
芝
生
広
場
）

15
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
募

集
開
始
（
10
／
15
ま
で
）

〈
11
月
〉

６
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
候

補
推
薦
委
員
会

　
　
（
広
島
国
際
学
院
大
学
立
町

　

キ
ャ
ン
パ
ス
）

７
～
８
日
／
第
六
十
五
回
ユ
ネ
ス

コ
運
動
全
国
大
会in

横
浜

14
～
15
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研
究
大
会in

お

か
や
ま	

（
岡
山
市
）

15
日
／
第
十
回
国
際
交
流
・
協
力

の
日	

　
　
　
（
国
際
会
議
場
）

18
日
／
第
十
二
回
広
島
ユ
ネ
ス
コ

活
動
奨
励
賞
選
考
（
審
査
）
委

員
会	

　
（
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス
）

19
～
23
日
／
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

大
邱
広
域
市
友
好
訪
問

27
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
表

彰
文
・
活
動
内
容
紹
介
文
検

討
会	

　

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

す
。
多
く
の
高
校
生
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

❖
日
時
／
十
二
月
二
十
三
日
（
祝
）

十
時
～
十
五
時

❖
場
所
／
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
中
区
基
町
五
―
六
十
一　

写
真
）

❖
参
加
費
／
無
料

❖
共
催
／
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
担
当
は
同
セ
ン
タ
ー
主
事

　

平
賀
正
子
）

　
世
界
寺
子
屋
運
動

　

世
界
に
は
、
戦
争
や
貧
し
さ

な
ど
様
々
な
理
由
で
学
校
に
行

け
ず
、
読
み
書
き
や
計
算
が
で

き
な
い
人
が
約
八
億
人
い
ま

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
学
び

の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

技
術
訓
練
や
生
活
向
上
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
、
学
習
者
の
自

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

写
真
や
資
料
を
展
示
し
紹
介

　
　
　
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
現
状
を
知
り
、
支
援
の
仕
方
学
ぶ

12
月
23
日（
祝
）　
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で　

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

高
校
生
の
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
開
催
へ

国
際
交
流
・
協
力
の
日


